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“ 思いを紡ぎ、未来につなげる
まちづくり 吉岡 ”
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思
い
を
紡
ぎ
、

未
来
に
つ
な
げ
る

ま
ち
づ
く
り 

吉
岡

2
特集Ⅰ

数字で見る
よしおか
4
歴史の始まり
- 古代から近世まで

5
つなぐ
- 吉岡町のあゆみ

8
特集Ⅱ

New Town 
よしおか

10
吉岡町の
３つの「よし」
- 住みよし！食よし！憩いよし！

16
受け継ぐ伝統
- 祭りと伝統行事

18
第 6 次吉岡町総合計画
- ６つの基本計画  『紡ぐ』

1 � すべての住民に優しい健康・福祉施策の充実
2  「学びのまち・吉岡」の推進
3  次世代につなげる生活環境の充実
4  地域産業の持続的発展支援
5  緊急時対応への備えの充実
6  将来を見据えた行財政運営の推進

25
友好都市協定
- 北海道大樹町

26
吉岡町の周遊スポット

27
よしおかの文化財図鑑

28
よしおかで遊ぶ！観光マップ
町章・憲章

写真●利根川自転車道写真●利根川自転車道
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数字で見るよしおか
みんなが暮らしやすいまち、吉岡町。

そんな吉岡町に関するいろいろなデータを紹介します。

面 積

20.46km2

標 高

191.20m

人 口

21,792人

人口密度

世帯数

1世帯あたり

1,065.1人/km2

7,863世帯

2.77人

東経　139度 0分 46秒
北緯　36度 26分 39秒

婚姻数

病床数

保育所（園）
認定こども園

95件／年

494床

86億
8,994万円

85億
744万円

６園

出生数

医師数

公立小・中学校

愛着度 定住意向度

230人／年

45人

3校

73.7% 83.2%

死亡数

5年間の人口増加

病院・一般診療所施設数

“住みやすさBEST3”

通勤・通学にかかる時間

240人／年

外国人

157人

712人

17施設

3.38％

※令和 2年国勢調査

※令和２年国勢調査

※令和２年国勢調査

※令和６年現在

※平成27年町民アンケート

※平成30年町民アンケート

※令和４年度一般会計決算

（歯科医師含む）

※令和４年群馬県移動人口調査

｛ 0 〜 14歳 3,394人 15.6％

15歳〜64歳 13,167人 60.4％

65歳以上 5,231 人 24.0％

県内 35市町村でナンバーワン！

UP!

※�令和４年群馬県人口動態統計

※健康福祉統計年報（令和５年刊行）

I YOSHIOKA

※平成27年町民アンケート

道路・交通
       アクセス

買い物や日常生活の

利便性

IC

高崎や前橋に近く、

働く場が多い

高崎 前橋

財政

※�令和４年群馬県人口動態統計 ※�令和４年群馬県人口動態統計

転入数

1,061人／年

転出数

719人／年

0

5000

10000

15000

20000

25000

2020 年2015年2010年2005年2000年1995年

歳入

町税

国庫支出金地方交付税

県支出金

地方消費税交付金

繰越金 その他

歳出

民生費
その他

総務費
衛生費

教育費

土木費

公債費

町民

15 分

15分～30分

30分
～
60分 高校生

など

30 分

30分～60分

60分
～
90分

特集Ⅰ

15,171

16,504

18,060

19,801

21,080

21,792

昭和40（1965）年以降人口

増加が続く、全国的にも数少

ない自治体の一つです。

国勢調査
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歴史の始まり●古代から近世まで

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

●
町
制
施
行
・
吉
岡
町
誕
生 

①

●
第
３
次
吉
岡
町
総
合
計
画
策
定

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

●
小
倉
第
２
工
業
団
地
操
業
開
始 

②

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

●
主
要
地
方
道
前
橋
伊
香
保
線
（
吉
岡
バ
イ
パ
ス
）
暫
定
供
用
開
始 

平
成
６
年
（
１
９
９
４
）

●
温
泉
掘
削
工
事
着
手

●
群
馬
県
人
口
２
百
万
人
達
成
記
念
事
業

（
桜
並
木
整
備
事
業
記
念
植
樹
「
玉
村
・
渋
川
自
転
車
道
線
」）

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）

●
国
勢
調
査
（
人
口
１
５
，
１
７
１
人
・
戸
数
４
，
２
３
８
戸
）

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）

●
吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成 

③

●
上
野
田
地
区
農
業
集
落
排
水
供
用
開
始

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

●
漆
原
地
区
農
村
公
園
（
天
神
東
公
園
）
完
成

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
増
改
築

平
成
10
年
（
１
９
９
８
）

●
路
線
バ
ス
（
前
橋
・
上
野
田
間
）
運
行
開
始

●
よ
し
お
か
温
泉
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
開
業 

④

●
吉
岡
風
力
発
電
所
（
県
企
業
局
）
建
設

●
広
報
よ
し
お
か
１
０
０
号
達
成

●
総
合
行
政
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入

●
主
要
地
方
道
前
橋
伊
香
保
線
（
吉
岡
バ
イ
パ
ス
）（
１
期
工
区
）
開
通

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）

●
主
要
地
方
道
前
橋
伊
香
保
線
（
吉
岡
バ
イ
パ
ス
）（
２
期
工
区
）
開
通

●
上
毛
大
橋
開
通 

⑤

●
有
線
放
送
を
廃
止
し
、
防
災
行
政
無
線
業
務
開
始

●
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
来
場
者
50
万
人
達
成 

⑥

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

●
介
護
保
険
制
度
開
始

●
国
勢
調
査
（
人
口
１
６
，
５
０
４
人
・
戸
数
４
，
９
３
４
戸
）

平
成
13
年
（
２
０
０
１
）

●
第
４
次
吉
岡
町
総
合
計
画
策
定

●
「
吉
岡
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル
フ
場
」
県
企
業
局
か
ら
町
へ
移
譲

●
緑
地
運
動
公
園
開
園 

⑦

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

1991-2001

平成 3 年の町制施行以来

３０年を経た吉岡町の歴史。

古
　
代

中
央
と
つ
な
が
り

高
い
文
化
を
誇
っ
た
古
代

　

吉
岡
町
は
古
墳
の
宝
庫
。

三
津
屋
古
墳
は
、
七
世
紀
後

半
の
築
造
と
さ
れ
る
八
角
形

墳
で
す
。
天
皇
陵
と
同
じ
形

態
の
八
角
形
墳
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
く
、
県
指
定
史
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
南

下
古
墳
群
に
は
石
材
加
工
の

際
に
引
い
た
朱
線
の
跡
や
漆

喰
を
塗
っ
た
跡
が
、
千
三
百

年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も

残
っ
て
い
て
、
そ
の
高
い
学

術
的
価
値
か
ら
同
じ
く
県
指

定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
古
墳
の
築
造
に
は

高
度
な
技
術
を
持
っ
た
技
術

者
が
中
央
か
ら
直
接
派
遣
さ

れ
た
可
能
性
が
高
く
、
古
代

か
ら
中
央
と
密
接
に
つ
な
が

り
、
高
い
文
化
を
誇
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

中
　
世

城
跡
や
館
跡
に
垣
間
見
る

中
世
の
暮
ら
し

　
中
世
の
吉
岡
町
近
辺
は
桃

井
氏
が
治
め
ま
し
た
。
平
安

時
代
の
末
期
、
桃
井
郷
に
藤

原
八
郎
が
地
頭
と
し
て
着
任

し
、
桃
井
八
郎
を
名
乗
っ
た

の
が
桃
井
氏
の
始
ま
り
で
す
。

跡
を
継
い
だ
桃
井
義よ

し
た
ね胤
は
南

下
の
地
に
館
を
構
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
桃
井
城

を
築
い
た
と
言
わ
れ
る
桃
井

直
常
や
、
新
田
義
貞
の
鎌
倉

攻
め
に
参
加
し
た
と
い
わ
れ

る
桃
井
尚
義
な
ど
の
武
将
の

名
も
文
献
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

透
か
し
彫
り
が
見
事
な
桃

井
館
の
欄
間
は
、
中
世
の
名

残
を
今
に
伝
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
指
定
重
要
文
化
財

と
な
り
ま
し
た
。

　

桃
井
城
跡
は
現
在
は
城
山

み
は
ら
し
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、
人
々
の
憩
い
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

近
　
世

人
が
行
き
交
う
宿
場
町

　
近
世
に
な
る
と
、
三
国
街

道
や
佐
渡
街
道
、
伊
香
保
街

道
な
ど
街
道
筋
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

佐
渡
街
道
の
大
久
保
宿
は

大
名
や
佐
渡
奉
行
、
商
人
た

ち
が
行
き
交
い
江
戸
期
に
は

大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

伊
香
保
街
道
の
宿
場
だ
っ

た
野
田
宿
は
坂
東
三
十
三
観

音
札
所
巡
り
の
順
路
で
、
伊

香
保
へ
の
湯
治
客
の
道
と
し

て
多
く
の
旅
人
が
往
来
し
て

い
ま
し
た
。
本
陣
を
務
め
た

森
田
家
住
宅
な
ど
が
名
残
を

と
ど
め
て
い
ま
す
。

数
多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
た
古
代
、
桃
井
氏
が
城
を
築
い
た
中
世
、
宿
場
町
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
た
近
世
。
町
に
残
る
た
く
さ
ん
の
歴
史
の
面
影
が
、
先
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
今
に
伝
え
ま
す
。
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② ② 小倉第２工業団地操業開始小倉第２工業団地操業開始④ よしおか温泉リバートピア吉岡開業④ よしおか温泉リバートピア吉岡開業

⑤ 上毛大橋開通⑤ 上毛大橋開通

③吉岡町文化センター完成③吉岡町文化センター完成

南下古墳群南下古墳群

三津屋古墳三津屋古墳

城山みはらし公園城山みはらし公園

桃井館の欄間桃井館の欄間

森田家住宅書院森田家住宅書院

佐渡街道の道しるべ佐渡街道の道しるべ 野田宿本陣の森田家住宅野田宿本陣の森田家住宅

⑥ リバートピア吉岡来場者 50 万人達成⑥ リバートピア吉岡来場者 50 万人達成

① 町制施行・吉岡町誕生① 町制施行・吉岡町誕生

⑦ 緑地運動公園開園⑦ 緑地運動公園開園
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平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

●
駒
寄
小
学
校
特
別
教
室
棟
（
北
校
舎
）
完
成

●
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）

●
吉
岡
町
健
康
づ
く
り
計
画
策
定

●
よ
し
お
か
ほ
っ
と
メ
ー
ル
運
用
開
始

●
町
民
プ
ー
ル
の
営
業
を
終
了

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

●
吉
岡
町
社
会
体
育
館
改
修 

●
国
勢
調
査
（
人
口
２
１
，
０
８
０
人
・
戸
数
７
，
２
８
９
戸
）

●
消
防
団
無
線
機
デ
ジ
タ
ル
化
完
了

●
議
会
中
継
を
開
始

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定

●
明
治
小
学
校
特
別
教
室
棟
（
南
校
舎
）
完
成

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

●
地
域
福
祉
交
流
施
設
（
よ
し
お
か
R
O
B
A
R
O
B
A
）
開
所 

①

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

●
文
化
財
セ
ン
タ
ー
開
所

●
主
要
地
方
道
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通 

②

●
立
地
適
正
化
計
画
を
公
表

●
吉
岡
風
力
発
電
所
が
廃
止
さ
れ
跡
地
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置 

●
吉
岡
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定

平
成
31
・
令
和
１
年
（
２
０
１
９
）

●
城
山
み
は
ら
し
公
園
完
成 

③

●
森
田
家
住
宅 

町
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定

●
駒
寄
ス
マ
ー
ト
IC
東
側
の
大
型
商
業
施
設
関
連
の
都
市
計
画
変
更

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

●
吉
岡
中
学
校
東
校
舎
完
成

●
駒
寄
小
学
校
体
育
館
完
成 

④

●
吉
岡
町
学
校
I
C
T
環
境
整
備
計
画
「
H
i
B
A
L
I
プ
ラ
ン
」
策
定

●
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

●
主
要
地
方
道
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化

●
船
尾
滝
遊
歩
道
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

⑤

●
国
勢
調
査
（
人
口
２
１
，
７
９
２
人
・
戸
数
７
，
８
６
３
戸
）

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

●
一
般
県
道
南
新
井
前
橋
線
バ
イ
パ
ス
（
３
期
工
区
）
開
通 

⑥

●
駒
寄
ス
マ
ー
ト
IC
大
型
車
対
応
化
事
業
が
完
了
し
、
運
用
開
始

●
町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典 

⑦

●
一
般
県
道
南
新
井
前
橋
線
バ
イ
パ
ス
（
２
期
工
区
）
開
通

令
和
４
年
（
２
０
２
２
）

●
第
6
次
吉
岡
町
総
合
計
画
策
定

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
開
始

●
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
完
了

令
和
５
年
（
２
０
２
３
）

●
吉
岡
町
学
校
教
育
推
進
計
画
「
H
i
B
A
L
I
プ
ラ
ン
」
改
定

●
南
下
古
墳
群 

県
指
定
史
跡
に
指
定 

⑧

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

●
北
下
南
下
地
区
農
業
集
落
排
水
供
用
開
始

●
三
津
屋
古
墳
復
元
①

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）

●
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

●
利
根
川
自
転
車
道
町
内
開
通

平
成
16
年
（
２
０
０
４
）

●
榛
東
村
・
吉
岡
町
任
意
合
併
協
議
会
設
立

●
駒
寄
小
学
校
中
校
舎
完
成 

②

●
駒
寄
ス
マ
ー
ト
IC
社
会
実
験
開
始 

③

平
成
17
年
（
２
０
０
５
）

●
榛
東
村
・
吉
岡
町
任
意
合
併
協
議
会
解
散

●
吉
岡
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定

●
国
勢
調
査
（
人
口
１
８
，
０
６
０
人
・
戸
数
５
，
５
３
０
戸
）

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

●
上
野
田
ふ
れ
あ
い
公
園
完
成 

④

●
駒
寄
ス
マ
ー
ト
IC
本
格
運
用
開
始

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

●
ふ
れ
あ
い
や
す
ら
ぎ
公
園
完
成

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

●
自
治
会
制
度
開
始

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）

●
塔
之
辻
貯
水
池
改
修 

●
よ
し
お
か
温
泉
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
改
装

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）

●
国
道
17
号
前
橋
渋
川
バ
イ
パ
ス
新
坂
東
橋
開
通 

⑤

●
道
の
駅
よ
し
お
か
温
泉
開
業 

⑥

●
小
倉
地
区
農
業
集
落
排
水
供
用
開
始

●
南
下
古
墳
公
園
完
成

●
国
勢
調
査
（
人
口
１
９
，
８
０
１
人
・
戸
数
６
，
５
３
０
戸
）

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

●
吉
岡
中
学
校
中
校
舎
完
成

●
第
５
次
吉
岡
町
総
合
計
画
策
定

●
吉
岡
中
学
校
体
育
館
建
て
替
え

●
北
海
道
大
樹
町
と
友
好
都
市
協
定
締
結

●
町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典 

⑦

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

●
人
口
２
万
人
達
成

●
主
要
地
方
道
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス
（
２
期
工
区
）
開
通 

⑧

●
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査
事
業
を
開
始

●
吉
岡
町
障
害
者
計
画
策
定

●
吉
岡
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
始

●
駒
寄
ス
マ
ー
ト
IC
大
型
車
対
応
化
事
業
を
開
始

●
吉
岡
町
城
山
み
は
ら
し
公
園
設
置
事
業
を
開
始

●
一
般
県
道
南
新
井
前
橋
線
バ
イ
パ
ス
（
１
期
工
区
）
開
通

2002-2012

2013-2023

⑦ 町制施行 20 周年記念式典⑦ 町制施行 20 周年記念式典

③ 駒寄スマート IC 社会実験開始③ 駒寄スマート IC 社会実験開始 ② 駒寄小学校中校舎完成② 駒寄小学校中校舎完成 ① 三津屋古墳復元① 三津屋古墳復元

⑧ 主要地方道高崎渋川線バイパス（２期工区）開通⑧ 主要地方道高崎渋川線バイパス（２期工区）開通 ⑤ 国道17号前橋渋川バイパス新坂東橋開通⑤ 国道17号前橋渋川バイパス新坂東橋開通

④ 上野田ふれあい公園完成④ 上野田ふれあい公園完成

⑥ 道の駅よしおか温泉開業⑥ 道の駅よしおか温泉開業⑤ 船尾滝遊歩道をリニューアル⑤ 船尾滝遊歩道をリニューアル

③ 城山みはらし公園完成③ 城山みはらし公園完成④ 駒寄小学校体育館完成④ 駒寄小学校体育館完成

⑧ 南下古墳群 県指定史跡に指定⑧ 南下古墳群 県指定史跡に指定 ⑥⑥  一般県道南新井前橋線バイパス（３期工区）開通一般県道南新井前橋線バイパス（３期工区）開通

② 主要地方道高崎渋川線バイパス全線開通② 主要地方道高崎渋川線バイパス全線開通 ① ① 地域福祉交流施設（よしおかROBAROBA）開所地域福祉交流施設（よしおかROBAROBA）開所

⑦ 町制施行 30 周年記念式典⑦ 町制施行 30 周年記念式典
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 大型ショッピングパーク

関越自動車道の前橋インターチェンジと渋川伊
香保インターチェンジのほぼ中間にある駒寄
パーキングエリアに併設されています。大型車
を含む車長 16.5 メートル以下の車に対応した
24 時間スマートインターチェンジで上下線共に
利用可能です。（写真／下り）

家電量販店  

 駒寄スマートインターチェンジ

前 橋市や高崎市のベッドタウンとして注目されている吉岡町。駒寄
スマートインターチェンジ周辺の商業エリアには、大型ショッピ

ングパークをはじめ、スーパーマーケットや家電量販店など、さまざま
な施設が新たに建設されました。そこで、新しい吉岡町の姿を空撮写真
とともに紹介します！

New 
Town

 よしお
か

《より
暮らし

やすい
エリア

を紹介
》

スーパーマーケット

特集Ⅱ

住宅展示場  

●❸

●❺ ●❺

●❷ ●❶

❹ ❸ ❷

❶

●❹



吉岡町の3つの「よし」　住みよし！吉岡町の3つの「よし」　住みよし！
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暮
ら
し
や
す
さ
は
吉
岡
町
の
大
き
な
魅
力
。

全
国
的
に
も
非
常
に
高
い

人
口
増
加
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
ど
こ
へ
行
く
の
も
便
利
。

　
吉
岡
町
は
群
馬
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
県
庁
所
在
地
の
前
橋
市

に
隣
接
し
、
群
馬
県
を
代
表
す
る
都
市
で
あ
る
高
崎
市
と
も
近
隣
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
高
崎
市
と
渋
川
市
を
結
ぶ
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス
、
前
橋
市
へ
と
つ

な
が
る
南
新
井
前
橋
線
、
国
道
17
号
前
橋
渋
川
バ
イ
パ
ス
、
伊
香
保
と
前
橋
市

を
結
ぶ
前
橋
伊
香
保
線
（
吉
岡
バ
イ
パ
ス
）
な
ど
の
幹
線
道
路
が
開
通
し
て
お

り
、
県
内
の
主
要
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
抜
群
で
す
。
さ
ら
に
、
関
越
自
動
車

道
の
駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
高
速
交
通
網
と
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
県
内
だ
け
で
な
く
県
外
へ
も
気
軽
に
出
か
け
ら
れ
ま
す
。

ICT（情報通信技術）
を活用した教育

国のGIGAスクール構想に伴う、
１人１台端末の整備活用事業を
「HiBALI プラン」と名付け、推
進しています。児童・生徒に端
末を配布、学習用ソフトを導入
し、全教室に大型モニターを設
置しています。授業や家庭学習
において ICT 環境を日常的に活
用しています。

よしおか

住みよし！

TOWN YOSHIOKA 

Good!

新
し
く
な
っ
た
！

駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

関
越
自
動
車
道
の
前
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

と
渋
川
伊
香
保
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
に

あ
る
駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、

県
内
や
首
都
圏
、
観
光
地
を
結
ぶ
町
内
の
交

通
の
要
の
一
つ
で
す
。
令
和
3
年
7
月
か
ら

は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載
し
た
車
長
16.5
メ
ー
ト
ル
以

下
の
車
が
利
用
可
能
と
な
り
、
大
型
車
対
応

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。（
写
真
／
上
り
）

快
適
な
暮
ら
し
。

　　

駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
東
側
周
辺
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
お
り
、
大
型
商
業

施
設
が
並
ん
で
い
ま
す
。
食
料
品
、
日
用
雑
貨
、
衣

料
品
、
電
化
製
品
な
ど
、
暮
ら
し
に
必
要
な
も
の
は

町
内
で
そ
ろ
い
ま
す
。
便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境

が
魅
力
と
な
っ
て
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
子
育
て
環
境
、
住
環
境

が
充
実
し
て
い
る
た
め
、
子
育
て
世
代
に
も
暮
ら
し

や
す
い
町
で
す
。

大型店が立ち並ぶ駒寄スマートインターチェンジ周辺大型店が立ち並ぶ駒寄スマートインターチェンジ周辺

上武道路と接続する前橋渋川バイパスの新坂東橋上武道路と接続する前橋渋川バイパスの新坂東橋 県都前橋に通じる上毛大橋県都前橋に通じる上毛大橋伊香保温泉との回遊性により観光面にも期待さ伊香保温泉との回遊性により観光面にも期待さ
れる高崎渋川線バイパスれる高崎渋川線バイパス

写真●天神東公園写真●天神東公園
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吉岡町の 3 つの「よし」　食よし！吉岡町の 3 つの「よし」　食よし！

よしおか

食よし！

TOWN YOSHIOKA 

Good!

吉
岡
町
に
は
特
産
品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

中
で
も
乾
燥
芋
と
ぶ
ど
う
は
、
県
内
屈
指

の
産
地
。
品
質
の
良
さ
で
人
気
で
す
。

　

ト
マ
ト
や
ま
い
た
け
な
ど
の
農
産
物
や

農
産
加
工
品
、
地
酒
も
町
の
特
産
品
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
よ
し
お
か

温
泉
の
物
産
館
か
ざ
ぐ
る
ま
で
は
、
地
域

の
新
鮮
な
農
産
物
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
で

人
気
の
お
土
産
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
群

馬
県
の
郷
土
料
理
と
し
て
も
有
名
な
お
っ

き
り
こ
み
は
、
幅
の
広
い
も
ち
も
ち
と
し

た
麺
が
特
徴
で
す
。
町
内
に
は
、
醤
油
ベ
ー

ス
以
外
に
も
担
々
麺
風
や
カ
レ
ー
風
な
ど

個
性
的
な
も
の
を
提
供
す
る
お
店
や
、
お
っ

き
り
こ
み
の
専
門
店
も
あ
り
ま
す
。

 

味
自
慢
の
特
産
品
、
乾
燥
芋
と
ぶ
ど
う
。

道
の
駅
物
産
館
に
並
ぶ
特
産
品
の
数
々
。

吉岡の飲食店を
CHECK!

おっきりこみマップ

テイクアウトマップ

インタビュー

小倉地区は「農林 5 号」という白いお芋
の品種が特産品だったのですが、寒さに
弱く貯蔵性が悪いため、栽培には技術が
必要でした。私の農家では黄色のお芋を
乾燥させたものを直販という形で販売し
ています。地区全体でも黄色のお芋を育
てている農家さんが増えてきました。吉
岡の大地で育って太陽に照らされて風で
乾くというように、吉岡の自然のなかで

作られるおいしさを大切に、消費者の方
においしいと思ってもらえることを第一
としています。最近は町内に乾燥芋づく
りに興味を持ち、世の中に広めたいと思っ
てくれている若者が増えていると聞いて
いるので、全国的に有名な特産品
として認知してもらえるよう、今
後も作り続けていきます。

　道の駅よしお
か温泉の中にあ
る船尾まんじゅ
う直売所では、
地元の有志によ
る団体が手作り

したできたての「船尾まんじゅう」がお
土産として人気です。優しくて素朴な
味わいで、懐かしさを感じていただけま
す。小豆あん、チンゲン菜あん、なす
味噌あんの 3 種類があります。

　小倉ぶどう郷には８軒のぶどう
農園が広がり、巨峰やデラウェア、
シャインマスカットなどの有名品種
からお店ではあまり見かけない珍し
い品種までさまざまな種類のぶどう
を栽培しています。

★

★

★

★

　

小
倉
地
区
特
産
の
「
小
倉
乾
燥

芋
」
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
を
む
い
て

セ
イ
ロ
で
蒸
し
、
群
馬
県
特
有
の

「
空
っ
風
」
の
力
を
借
り
て
干
し
、

あ
め
色
に
熟
成
さ
れ
た
乾
燥
芋
で

す
。
外
は
し
っ
か
り
と
し
た
歯
ご
た

え
、
口
に
含
む
と
ね
っ
と
り
と
し
た

自
然
の
甘
み
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
芋
を
ま
る
ご
と
乾
燥
す
る
丸

干
し
は
と
て
も
珍
し
い
と
根
強
い
人

気
で
す
。

　
小
倉
地
区
の
夏
の
特
産
品
は
ぶ
ど

う
で
す
。
吉
岡
町
は
榛
名
山
南
東
麓

に
位
置
し
て
い
る
た
め
日
照
時
間
が

長
く
、
そ
の
水
は
け
の
良
い
土
壌
は

ぶ
ど
う
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
県
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
、
小
倉
ぶ
ど
う
郷
を
訪
れ
ま

す
。
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て

育
っ
た
ぶ
ど
う
は
、
「
甘
く
て
美
味

し
い
」
と
好
評
で
す
。

芋のうまみを最大限に活かした丸干しの肉厚な乾
燥芋は全国でも珍しく、外側の歯ごたえとねっ

とりとした自然の甘みは絶品です。

乾燥芋船尾
まんじゅう

to
w
n yoshioka’s specia

l p
ro

du
ct
s

自然と人が
創りあげた

●こけし

●船尾まんじゅう

●地酒

●トマト

●おっきりこみ

●まいたけ

●ぶどう

乾燥芋生産者　小林さん夫妻乾燥芋生産者　小林さん夫妻

❹完　成

❷蒸　す

❸干　す

❶皮むき

物産館かざぐるま物産館かざぐるま

写真●小倉乾燥芋写真●小倉乾燥芋

ぶ
ど
う
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吉岡町の 3 つの「よし」　憩いよし！ 吉岡町の 3 つの「よし」　憩いよし！

よしおか

憩いよし！

TOWN YOSHIOKA 

Good!

榛
名
山
麓
の
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
に
広
が

り
、
赤
城
山
を
目
の
前
に
望
む
吉
岡
町
。

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
が
町
の
暮
ら
し

を
包
み
込
み
ま
す
。

 

利
根
川
沿
い
に
広
が
る
楽
し
み
。

　
利
根
川
河
畔
に
は
、
家
族
で
一
日

楽
し
め
る
複
合
施
設
型
の
道
の
駅

「
よ
し
お
か
温
泉
」
が
あ
り
ま
す
。
露

天
風
呂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
完
備

し
た
日
帰
り
天
然
温
泉
施
設
リ
バ
ー

ト
ピ
ア
吉
岡
を
は
じ
め
と
し
、
地
元

農
家
が
作
っ
た
採
れ
た
て
の
新
鮮
野

菜
や
果
物
、
特
産
品
で
い
っ
ぱ
い
の

物
産
館
か
ざ
ぐ
る
ま
、
旅
の
疲
れ
を

癒
や
す
足
湯
、
車
中
泊
ユ
ー
ザ
ー
に

嬉
し
い
R
V
パ
ー
ク
な
ど
魅
力
あ

る
道
の
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ケ
イ

マ
ン
ゴ
ル
フ
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

な
ど
を
備
え
た
緑
地
運
動
公
園
も
併

設
さ
れ
、
広
く
開
放
的
な
環
境
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
。

 

榛
名
山
麓
の
自
然
を

満
喫
す
る
。

　

榛
名
山
の
南
東
側
か
ら
利

根
川
に
向
け
て
長
く
広
が
る
吉

岡
町
は
、
町
内
で
の
標
高
差
が

8
0
0
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま

す
。
滝
沢
川
の
上
流
を
目
指
し

て
町
の
最
西
端
ま
で
上
っ
て
い

け
ば
、
町
が
誇
る
名
瀑
・
船
尾

滝
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
約
72

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
落
下
す

る
滝
の
姿
が
美
し
い
町
の
名
所

で
す
。
滝
ま
で
約
20
分
の
遊
歩

道
は
、
山
の
空
気
を
感
じ
な
が

ら
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
お
す
す
め

で
す
。秋
に
な
る
と
周
囲
の
木
々

が
色
づ
き
、
紅
葉
の
中
を
散
策

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
船
尾
滝
周
辺
の
一
帯
は
船
尾

自
然
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
桜

や
新
緑
、
紅
葉
な
ど
、
四
季

折
々
の
自
然
を
満
喫
で
き
ま

す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
も
あ

り
、
休
日
に
な
る
と
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

 城山みはらし公園からの夜景
町一帯を見渡すことのできる城山みはらし
公園の頂上。夜になると町に明かりが灯り、
きれいな夜景を一望できます。

 滝から赤城山を望む眺望
船尾滝から見る赤城山は絶景で、山の裾ま
で見ることができます。

 紅葉に包まれた船尾滝
夏は新緑、秋は紅葉と季節ごとに顔を変える
船尾滝。緑から赤、黄色とその時にしか見る
ことのできない景色をお楽しみください。

絶景なのに、意外と知
られていない「穴場ス
ポット」もあるかも。TOWN YOSHIOKA

SUPERB VIEW!

船尾滝遊歩道船尾滝遊歩道船尾像船尾像 天神東公園天神東公園

リバートピア吉岡リバートピア吉岡

緑地運動公園緑地運動公園

上野田ふれあい公園　
園内には芝生が敷かれた広場と蛇行した散策コース、広場と散策コース
を囲んでウォーキングコースがあります。散策コースにはツツジなどが
植えられているほか、春には桜が満開になるため、花見を楽しむことも
できます。

城山みはらし公園
南北朝時代の武将桃井直常
が築城したと伝えられてい
る桃井城跡でもあり、さま
ざまな楽しみ方ができま
す。桃井城の物見台があっ
たとされる前方後円墳型の
古墳広場からは、朝夕時間
を問わず眼下に広がる街並
みを楽しめます。

写真●利根川自転車道写真●利根川自転車道
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住
民
同
士
の
交
流
や
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト

　

秋
に
は
「
よ
し
お
か
ふ
る
さ
と
祭
り
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
に
は
町

内
の
各
種
関
係
団
体
の
ブ
ー
ス
が
立
ち
並

び
、模
擬
店
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、自
衛
隊
、

警
察
、
消
防
な
ど
の
車
両
展
示
も
行
わ

れ
る
ほ
か
、
友
好
都
市
で
あ
る
北
海
道
大

樹
町
の
特
産
品
な
ど
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
が
楽
し

め
る
催
し
で
、
毎
年
大
勢
の
人
が
来
場
し

ま
す
。

　

古
く
か
ら
伝
わ
る
季
節
の
伝
統
行
事

も
守
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
長
松
寺
境
内

で
毎
年
１
月
14
日
に
開
か
れ
る
「
矢
落
観

世
音
」
は
別
名
「
ざ
る
観
音
」
の
名
で

親
し
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
露
天
が
出
る
縁

日
で
す
。
船
尾
山
の
伝
説
に
由
来
し
、
昔

は
こ
こ
で
養
蚕
道
具
を
買
い
求
め
た
と
い

い
ま
す
。
春
に
は
、
町
内
の
神
社
で
春
祭

り
が
行
わ
れ
ま
す
。

しんきちマルシェ
北群馬郡を盛り上げようと、隣接する榛東村と合同でマルシェを開催してい
ます。地域の飲食店の出店や、作品制作の体験プログラムなどがあります。

ざる観音の歴史
吉岡町に古くから伝わる「ざる観音」
は、船尾山にあった寺院が焼き討ちに
あった際、僧侶が観音様を結んで矢を
放ち、その矢が漆原新田まで飛び、桑
を摘んでいた少女のざるの中に入った
という伝承から始まりました。観音様
を祀って、江戸時代にお堂が建てられ、
「ざる観音」として今日まで祀られて
います。

大永３（1523）年桃井播磨守が守刀とともに
八幡神社に奉納したのが始まりと伝えられてい
ます。頭が獅子ではなく竜であるのが特徴です。

大久保の鎮守三宮神社に屋台とともに奉納
する勇壮な囃子です。

慶長年間以前からあったと伝えられてお
り、頭は、桐の巨木の掘りぬきで、開いた
口から顔が見える作りが特徴です。

江戸末期に完成したといわれ、太々神楽三
楽講が継承しています。

天正年間からあったと伝えられています。
また、雨乞いの獅子舞としても有名です。

平成３年の町制施行と共に誕生し、約
30年の歴史があります。メンバーは
日々練習に励み、吉岡町の新しい郷土
芸能にしたいと頑張っています。大迫
力の太鼓の演奏は圧巻です。

よ し お か ３ 大 獅 子 舞

インタビュー 溝祭獅子舞は天正年間の約450年前から受け継
がれている吉岡町の文化で、現在は４月の春祭り
をメインに町内の各イベントに出演しています。
獅子舞の頭には鳥の羽が使われることが多いので
すが、溝祭では馬の毛が使われているので頭に重
量感があり、踊りもゆったりと優雅であるのが特
徴です。口伝えで受け継がれているので、すでに
絶えてしまった唱歌や舞があるのは残念です。し
かし今はDVDに保存したり、簡単に動画を送り

合ったりすることもできるので、今できる方法で
溝祭獅子舞が受け継がれていくよう努力していま
す。日本人がこれまでに受け継いできた唱歌や舞
はもっと世界に誇るべきもの
だと思っているので、時代
が流れていく中でも続けて
いくことが大事だと思っ
ています。

よしおか 3 大獅子舞は平成 15 年に町指定重要無形文化財に指定されています。

新新しいしい郷土芸能郷土芸能

●春祭り　�4月に、町内に神社でそれぞれ行われる春祭り。中でも南下下八幡宮・上八幡宮・溝祭三宮神社では、町指定重要無形文化財●春祭り　�4月に、町内に神社でそれぞれ行われる春祭り。中でも南下下八幡宮・上八幡宮・溝祭三宮神社では、町指定重要無形文化財
である獅子舞が奉納され、今年一年の豊作と健康を祈願します。である獅子舞が奉納され、今年一年の豊作と健康を祈願します。 ●ふるさと祭り　町内の各種団体が出店し、町内の子どもや家族などでにぎわいます。●ふるさと祭り　町内の各種団体が出店し、町内の子どもや家族などでにぎわいます。

伝 統 
芸 能

- Traditional Art -

祭

- Festival -

溝祭三宮神社獅子舞 下八幡宮獅子舞大藪獅子舞

上州吉岡船尾太鼓
三宮神社太々神楽 大久保屋台囃子

溝祭獅子舞保存会会長溝祭獅子舞保存会会長
小材さん小材さん

どんど焼き
１月の上旬から中旬にかけて
各地区で行われます。地区ご
とにやぐらや風習が異なり、
それぞれに特色があります。

受け継ぐ伝統② 受け継ぐ伝統①

吉
岡
町
に
は
、
古
く
か
ら
伝

わ
る
伝
統
芸
能
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
伝
統
芸
能
は
、

保
存
会
の
人
々
に
よ
り
大
切
に
守

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
や
町
民
文
化
祭
な
ど
で
披

露
さ
れ
、
町
の
歴
史
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ふ
る
さ
と
祭
り
や
マル

シェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
伝
統
の

年
中
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
ふ
れ
あ
い
と
町
の
活
力
を

育
み
、
町
民
た
ち
の
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。



吉岡町勢要覧　YOSHIOKA TOWN GUIDE ｜ 1819 ｜吉岡町勢要覧　YOSHIOKA TOWN GUIDE

紡ぐ１｜健康・福祉

第6次
吉岡町総合計画

《目指す将来像》

思いを紡ぎ、 未来につなげる まちづくり 吉岡

SDGsをふまえた

6つの基本目標（（ 紡
つ む

ぐ ））
SDGsとは？

持続可能な開発目標（SDGs：S
サ ス テ ナ ブ ル
ustainable D

デ ベ ロ ッ プ メ ン ト
evelopment G

ゴ ー ル ズ
oals）とは、 2030年までに持続可能でよりよ

い世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」
ことを誓っています。SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組む普遍的なものであり、世界中で
積極的に取り組まれています。

　新たな時代潮流、社会環境、町の強みと課題、町民ニーズな
どを踏まえ、長期的な視野に立つまちづくりの指針として第 6
次吉岡町総合計画を策定しました。

ブ ラ ン ド 力 と 郷 土 愛

吉岡町の価値をあらゆる分野で
向上させ、自らの町であり、ふ
るさとであるという郷土愛を育
みます。

ダ イ バ ー シ テ ィ

新旧住民、年代、性別、国籍
などにこだわらず、吉岡町民と
して多様性を受け入れる風土を
築きます。

持 続 可 能 性

先人が築き、育ててきた、この
豊かな吉岡町を、次世代により
良い姿でつないでいきます。

紡ぐ  1  

次世代につなげる
生活環境の充実

「学びのまち・吉岡」
の推進

すべての住民に優しい
健康・福祉施策の充実

1  健康・福祉 2  教育・文化 3  生活環境

将来を見据えた
行財政運営の推進

緊急時対応への
備えの充実

地域産業の
持続的発展支援

4  地域産業 5  安全 6  行財政

す
べ
て
の
住
民
に
優
し
い

健
康
・
福
祉
施
策
の
充
実

紡
ぐ
１ 

｜ 

健
康
・
福
祉 

｜ 

す
べ
て
の
住
民
に
優
し
い
健
康
・
福
祉
施
策
の
充
実

将来像を実現するために、全ての施策・事業に共通する３つのまちづくりポリシーを示します

　
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
て
、
ゆ
と
り
を

持
っ
た
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
、
ど
ん
な
人
も
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

必
要
な
時
に
必
要
な
支
援
が
得
ら
れ
る
よ

う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

　

地
域
生
活
の
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
対
応
す
る
ほ
か
、
相
談
窓
口
の

周
知
・
機
能
の
充
実
な
ど
、
包
括
的
な
支
援

体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
見
守
り
活
動
に
よ
る
多
面

的
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
町
民
一
人
一
人
が
、
健
康
で
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
生
涯
に
渡
っ
た
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
教
室
や
相
談
会
な
ど

を
通
し
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
お
け

る
悩
み
事
の
解
消
、
食
生
活
の
改
善
や
運
動

習
慣
の
獲
得
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
維
持
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　　

学
童
保
育
施
設
を
は
じ
め
保
育
施
設
環
境

の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
子

育
て
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
充
実

　

高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
教

室
の
開
催
や
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の

育
成
も
進
行
中
で
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
社
会
で
確
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
へ
の
補
助
や
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
、
あ
ら
ゆ
る
バ
リ

ア
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
体
制
の
充
実

　

子
ど
も
、
母
子
・
父
子
家
庭
や
一
定
の
障

が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
各
種
保
険
制
度
を

通
じ
て
、
平
等
に
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
困

窮
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
横
断
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

（ （ 1 ） ） （ （ 2 ） ） （ （ 3 ） ）
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紡ぐ３｜生活環境 紡ぐ２｜教育・文化

次
世
代
に
つ
な
げ
る

生
活
環
境
の
充
実

「
学
び
の
ま
ち
・
吉
岡
」

の
推
進

紡
ぐ
３ 

｜ 

生
活
環
境 

｜ 

次
世
代
に
つ
な
げ
る
生
活
環
境
の
充
実

紡
ぐ
２ 

｜ 

教
育
・
文
化 

｜ 

「
学
び
の
ま
ち
・
吉
岡
」
の
推
進

　

道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
、
公
共
施
設

な
ど
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
公
共
財
産

を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
利
便
性
の
向
上

と
長
寿
命
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
計

画
的
な
都
市
づ
く
り
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
交
通
の
利
便
性
や
定
住
環
境

の
向
上
を
図
り
、
住
民
の
生
活
の
質
が
よ

り
良
く
な
る
よ
う
尽
力
し
て
い
ま
す
。

適
正
な
土
地
利
用

　

都
市
計
画
法
に
よ
る
土
地
利
用
制
限
な
ど

に
よ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を

産
業
・
工
業
・
流
通
・
商
業
の
「
複
合
拠
点
」

と
位
置
づ
け
、
計
画
的
な
土
地
利
用
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

道
路
・
公
共
交
通
の
充
実

　

駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
周
辺

地
域
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画

道
路
の
大
久
保
上
野
田
線
（
吉
岡
バ
イ
パ
ス
）

の
延
伸
事
業
に
つ
い
て
、
関
係
自
治
体
と
の

連
携
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。
地
域
の
要
望
を

中
心
と
し
た
生
活
道
路
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
渋
滞
や
危
険
箇
所
解
消
の
た
め
の

道
路
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存

駅
の
有
効
活
用
と
と
も
に
、
路
線
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
の
利
用
者
拡
大
を
図
っ
て
い
ま

す
。

環
境
問
題
へ
の
対
応

　　

令
和
5
年
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
C
O
2

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
目
指
す
「
吉
岡
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
ま
し
た
。
気
候
変
動

対
策
や
ご
み
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

上
下
水
道
処
理
施
設
の
整
備

　　

安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
供
給
す
る
た

め
の
水
道
施
設
の
維
持
・
更
新
を
行
っ
て
い

ま
す
。
下
水
道
で
は
施
設
の
計
画
的
な
改
築
・

更
新
を
行
い
、
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
河

川
の
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

住
環
境
・
公
園
な
ど
の
維
持
・
確
保

　　

安
全
で
快
適
な
公
園
利
用
の
た
め
に
、
遊

具
な
ど
の
点
検
を
行
い
、
危
険
性
や
不
具
合

の
改
善
に
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
中

長
期
的
な
観
点
か
ら
、
効
率
的
な
維
持
管
理

に
向
け
た
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

魅
力
向
上
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
公
園
施
設
の
再
整
備
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き

出
す
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
の
実
現
の
た
め
、
教
育
人
の
育

成
と
物
的
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
、
子

育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
多
文
化

共
生
の
時
代
に
あ
っ
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
視
点
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　　

児
童
・
生
徒
が
主
体
と
な
る
学
校
教
育
を

目
指
し
、「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」や
、

「
学
習
者
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
授
業
」、「
探

求
的
な
学
び
を
見
据
え
た
授
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
個
別
に
悩
み
を
抱
え
る
児
童
・
生

徒
の
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
増
加
傾
向
に
あ
る
児

童
・
生
徒
数
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
、
よ
り

快
適
な
学
校
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、

教
育
施
設
の
整
備
や
維
持
、
補
修
に
努
め
て

い
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
・

生
徒
に
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提

供
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
推
進

　
生
涯
学
習
お
よ
び
文
化
活
動
で
は
、
ホ
ー

ル
事
業
や
映
画
上
映
な
ど
芸
術
文
化
鑑
賞
の

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
文
化
団
体
や
愛

好
会
の
活
動
場
所
と
し
て
文
化
セ
ン
タ
ー
が

活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
講
座
を
通
し

て
、
町
民
が
講
師
と
な
り
「
生
き
が
い
・
人

と
の
ふ
れ
あ
い
」
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、
各
種
大
会
の

参
加
者
の
増
員
や
ス
ポ
ー
ツ
が
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
生
涯

学
習
・
文
化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図

り
つ
つ
、
町
民
の
心
豊
か
な
時
間
を
提
供
し

て
い
ま
す
。多

文
化
共
生
社
会
の
実
現

　　

社
会
情
勢
や
人
口
増
加
を
背
景
に
住
民
の

多
様
性
が
広
が
る
な
か
、
町
で
は
、
住
民
の

誰
も
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
整
備
に
努
め
、
男

女
共
同
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

外
国
人
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
道
の
駅

な
ど
の
表
記
の
多
言
語
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
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紡ぐ５｜安全 紡ぐ４｜地域産業

緊
急
時
対
応
へ
の

備
え
の
充
実

地
域
産
業
の

持
続
的
発
展
支
援

紡
ぐ
５ 

｜ 

安
全 

｜ 

緊
急
時
対
応
へ
の
備
え
の
充
実

紡
ぐ
４ 

｜ 

地
域
産
業 

｜ 

地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
支
援

　
大
規
模
自
然
災
害
や
感
染
症
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
危
機
に
対
応
で
き
る
強
靭
な
体
制

を
構
築
し
、
日
常
に
お
け
る
防
災
・
防
犯
・

交
通
安
全
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
災
害
が
起
き
て
も
被
害
を
最
小

に
と
ど
め
、
受
け
た
被
害
か
ら
迅
速
に
回

復
す
る
し
な
や
か
さ
を
備
え
る
こ
と
を
目

指
す
と
と
も
に
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
少

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

　　
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
世
帯
に
配
布

し
、日
頃
か
ら
の「
自
助
」の
意
識
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う

防
災
訓
練
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
、「
共
助
」

の
要
と
な
る
地
域
の
防
災
力
向
上
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
消
防
体
制
の
充
実
の
た
め
、
消

防
団
と
渋
川
広
域
消
防
の
連
携
を
強
化
し
、

多
様
な
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
の
整
備
を
図
り
、
女
性
消
防
団
員
を
含
む

新
た
な
団
員
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　　

交
通
事
故
減
少
の
た
め
に
、
小
・
中
学
生

に
対
し
て
、
警
察
や
交
通
安
全
関
係
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
交
通
安
全

教
室
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
自
転
車
保
険

加
入
を
促
進
す
る
な
ど
、
保
護
者
も
対
象
に

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所

を
学
校
や
関
係
機
関
と
合
同
点
検
し
、
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
対
し
て
、

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を
行
い
、
交

通
事
故
未
然
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

公
共
交
通
の
利
用
を
促
し
て
い
ま
す
。
防
犯

に
お
い
て
は
、
複
数
の
関
係
団
体
が
、
町
内

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
防
犯
啓
発
と

犯
罪
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
学

路
付
近
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
犯
罪
発
生
状

況
を
考
慮
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
場
所
に
防

犯
カ
メ
ラ
・
防
犯
灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
化
に
伴
い
農
地
の
減
少
が
進
む
な

か
、
幹
線
道
路
で
は
、
沿
道
立
地
型
の
商

業
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
農
林

業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
を
図
り
な

が
ら
、
企
業
誘
致
や
創
業
支
援
を
行
い
、

若
者
や
女
性
も
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
観
光
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
、
既
存
の
文
化

遺
産
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
資
源
の
利
活

用
を
行
い
、
近
隣
・
広
域
で
の
観
光
ル
ー

ト
の
拠
点
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

　

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
町
に
お
け
る
農
産
物
の
特
性
を
活

か
し
、
消
費
者
に
と
っ
て
価
値
の
高
い
農
産

物
へ
の
改
良
や
、
AI
の
活
用
に
よ
る
低
コ
ス

ト
で
高
品
質
な
も
の
の
生
産
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
の
導
入
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
森
林
の
保
全
・
確
保
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
商
工
業
の
振
興

と
安
定
し
た
雇
用
の
場
の
創
出
は
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

町
は
、
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
と
地
域
の
特
性

を
活
か
す
広
域
的
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
み
に
、
大
型
商
業
施
設
の
進
出
と
企

業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
多
角
的

に
進
め
、
持
続
的
な
経
営
安
定
と
経
営
基
盤

の
強
化
の
た
め
の
各
種
支
援
策
の
充
実
を
図

り
、
そ
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
企

業
誘
致
や
創
業
支
援
を
通
じ
て
、
新
た
な
雇

用
創
出
と
多
様
な
雇
用
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
る
ほ
か
、
就
職
に
向
け
た
専
門
知

識
や
技
能
習
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

町
は
、
文
化
財
を
は
じ
め
、
豊
か
な
地
域

資
源
を
持
ち
ま
す
。
町
の
魅
力
を
広
く
伝
え

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
発
信
媒
体

を
通
じ
て
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を
す
る
と

と
も
に
、
隣
接
す
る
自
治
体
と
協
力
し
て
観

光
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
な
ど
、
県
内
外
へ

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
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友好都市協定 紡ぐ６｜行財政

　

平
成
20
年
度
か
ら
物
産
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

た
北
海
道
大
樹
町
と
、
お
互
い
の
信
頼
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
友
好
都
市
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
以
降
、
道
の
駅
よ
し
お
か
温
泉
に
あ
る

物
産
館
か
ざ
ぐ
る
ま
で
の
物
産
販
売
や
お
互
い
の
お

祭
り
へ
の
参
加
協
力
の
ほ
か
、
子
ど
も
交
流
事
業
な

ど
、
組
織
的
な
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た

行
財
政
運
営
の
推
進

　大樹町は北海道の東部、十勝の南に位置し、東は太平洋、西は日
高山脈に接しています。中央部は広大な十勝平野が広がり、農業を
中心に漁業、林業を基幹産業として発展してきました。
　日高山脈から日本一の清流「歴

れきふねかわ
舟川」がまちを流れ、海岸には原

生花園が広がり、美しい自然に恵まれています。町名は、アイヌ語
で「大木が群生するところ」を意味する「タイキウシ」に由来します。

紡
ぐ
６ 

｜ 

行
財
政 

｜ 

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
の
推
進

大 

樹 

町

子ども交流事業
平 成 25 年 か ら、
町内の小学生が大
樹町を訪れ、自然
体験や宿泊体験を
しています。

　
地
域
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し
、
町
政

と
住
民
が
と
も
に
力
を
合
わ
せ
た
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住
民

の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
変
化

を
図
り
、
知
恵
と
行
動
力
で
将
来
を
見
据

え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　　

自
治
会
の
財
政
面
で
の
支
援
を
継
続
的
に

行
い
、
自
治
会
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
を
通
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

行
政
情
報
の
発
出
に
当
た
っ
て
は
、
誰
も
が

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
町
広
報
誌
の
発
行

と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
目
指
し
て
い

る
ほ
か
、
S
N
S
な
ど
を
活
用
し
、
情
報
発

信
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

企
業
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
な
ど
、
官

民
共
創
を
進
め
て
い
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
の
推
進

　
健
全
な
財
政
運
営
と
と
も
に
、
自
主
財
源

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
行
政
改
革
を
進
め
、
支
出
の
適
正
化
を

図
り
、
目
標
管
理
に
基
づ
く
行
政
経
営
に
努

め
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　　　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
を
全
て
の
人
が
享

受
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

町
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
証
明
書

な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ほ

か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
お
よ
び
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
通
じ
て
、
住
民
の
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
留
意
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
と
行
政
の
事

務
処
理
効
率
化
を
踏
ま
え
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

紡ぐ  6  

友好都市協定

北海道／大
た い き ち ょ う

樹町

●よしおかふるさと祭りでの大樹町物産販売●よしおかふるさと祭りでの大樹町物産販売

●大樹町柏林公園祭りでの吉岡町物産販売●大樹町柏林公園祭りでの吉岡町物産販売

大樹町
函館

札幌

旭川

帯広 釧路

稚内
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吉岡町の

文化財図鑑
よしおかの

　アスファルトで舗装
された林道と、自然の
姿を残した遊歩道の２
種類のルートで登って
いくことができます。
滝を眺める場所から
は、前橋の街並みと赤
城山が望めます。
上野田

　日本最古の歌集であ
る「万葉集」に、榛名
山麓の人々がうたった
歌が９首載っていま
す。そのうちの１つが
「伊香保呂の八坂の井
堤に立つ虹のあらわろ
までもさ寝をさ寝て
ば」です。
上野田3358-2

　馬場重久は、農具蚕
具の改良と桑の新品種
改良などに努めまし
た。正徳 2（1712）年
に著した「蚕養育手鑑」
は、県内初の養蚕手引
書と言われ、養蚕家の
手本となりました。
北下329-1

　世代を超えて楽しめ
るスポーツ広場です。
利根川の河川敷にある
広々とした敷地で、ケ
イマンゴルフやパーク
ゴルフ、グラウンドゴ
ルフの3種類のゴルフ
とテニスが楽しめま
す。
漆原2004

　県道利根川自転車道
（サイクリングロード）
に植えられたしだれ桜
並木。道の駅よしおか
温泉に隣接しているの
で、サイクリングで汗
を流したあとに温泉に
入るのもおすすめ。
漆原2004

　江戸時代に栄え、佐
渡奉行が往来した佐渡
街道。この道しるべは
伊香保街道との分かれ
道の目印のために建立
されました。「右ゑち
ご 志ぶ川」「左いかほ 
ミづさハ」と刻まれて
います。
大久保2338-2

　江戸時代に整備され
た伊香保街道沿いの宿
場、野田宿。森田家は
その本陣として重要な
役職を務め、高野長英
や渡辺崋山などそうそ
うたる文化人が訪れま
した。
上野田677

　およそ 38,000㎡も
の大きさで、東西に長
い公園です。頂上から
は町が一望でき、昼も
夜も絶景です。南北朝
時代の武将桃井直常が
築城したと伝えられて
いる桃井城跡でもあり
ます。
南下172-1

　船尾滝の駐車場に向
かう車道沿いには、桜
やあじさいが植えら
れ、季節によって楽し
めます。炊事場や囲炉
裏がそろったバーベ
キュー広場では、自然
の中でバーベキューを
することができます。
上野田3160-1

（バーベキュー広場）

　徳川幕府が街道一里
ごとに塚を築き榎を植
えさせ、旅人に里程の
目印と涼と憩いの場と
させたと言われていま
す。現在の榎は昭和初
期に植え替えたものと
言われています。
上野田363-1

　お食事もできる温泉
施設リバートピア吉
岡、緑地運動公園、物
産館かざぐるまなどか
らなる滞在型の複合施
設です。無人管理の車
中泊用スペース、RV
パークもあります。
漆原2004

　全国でも珍しい八角
形の古墳です。葺石や
墳丘の稜角が良好に
残っています。復元整
備した八角形墳は、全
国で本古墳を含め２例
しかありません。
大久保2037-1

　園内の広場は一面芝
生で周囲にウォーキン
グコースがあります。
春には花見を楽しむこ
ともできます。住民参
加型ワークショップか
ら生まれた遊具には数
種類のすべり台が付い
ています。
上野田1256-23

　小倉地区のぶどう
は、町の夏の風物詩で
す。生産者が一房一房
に愛情を込めて、丁寧
に育てています。試食
をした後、ぶどうの収
穫体験ができる園もあ
ります。
小倉（地区内に農園

が点在しています。）

　南下に所在する6基
の古墳の総称です。石
材加工の際に引いた朱
線や漆喰を塗った跡が
1300 年以上経った今
でも残っている古墳も
あり、学術的に高い価
値があると認められて
います。
南下1320-2

　大久保の鎮守。天平
勝宝２（750）年勧請
と伝えられています。
毎年春の例祭では獅子
舞や太々神楽が奉納さ
れています。
大久保1-1

船尾滝万葉歌碑馬場重久の墓（県指定史跡）

緑地運動公園

漆原しだれ桜並木

佐渡街道 道しるべ

森田家住宅(野田宿本陣)

城山みはらし公園

船尾自然公園

三国街道 一里塚

道の駅よしおか温泉三津屋古墳（県指定史跡）

上野田ふれあい公園 小倉ぶどう郷

南下古墳群（県指定史跡）

三宮神社

自然にあふれた吉岡町には、絶景・温泉・歴
史などココでしか味わえない魅力が詰まっ

ています。高崎や前橋とのアクセスも良く、日帰
りで遊びに来るにはちょうど良い場所。そこで吉
岡の魅力を堪能できるスポットをいくつか紹介し
ます。ぜひ訪れてみてください。

町の木「イチョウ」

吉岡町へのアクセスはこちら！

吉岡町デジタルガイドブック
[feel ！よしおか ] はこちら！

吉岡町観光情報の
ホームページはこちら！
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パ
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越
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スマートＩＣ
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（一）南
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至前橋市

至高崎市
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25

25
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164
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N

船尾滝

船尾自然公園

九十九谷

バーベキュー広場
万葉歌碑

上野田ふれあい公園

小倉ぶどう郷

小倉乾燥芋

日枝神社

滝
泉
神
社

東
福
寺

常泉寺

野田宿本陣
桃井館

双
体
道
祖
神

野
田
神
社

華蔵寺

三国街道
一里塚

正福寺
第一保育園

隣
保
館

諏訪神社

城山
みはらし公園

滝沢古墳
第三保育園

文化センター（図書館）

大
藪
不
動
尊

金
剛
寺
の
宝
篋
印
塔

上
八
幡
宮

南
下
古
墳
公
園

三
宮
神
社

小出神社

漆原神社

認定こども園駒寄幼稚園

駒寄
小学校

町民グラウンド

長松寺

川原田不動尊

佐渡街道道しるべ

三
津
屋
古
墳

子
育
て
地
蔵

明治小学校

第二保育園

コミュニティー
センター

吉岡町役場

ふれあい公園

ふれあい
やすらぎ公園

保健センター

学校給食センター

吉
岡
中
学
校

児
童
館

東
漸
寺

社
会
体
育
館

八
幡
山
公
園
多
目
的
屋
外
運
動
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー下八幡宮

第四保育園

グラウンド
ゴルフ場
多目的広場

パークゴルフ場

よしおか温泉
リバートピア吉岡

天神東公園
吉岡ケイマン
ゴルフ場

道の駅よしおか温泉
物産館かざぐるま

ぐ
ん
ま
そ
う
じ
ゃ

や 

ぎ 

は 

ら

静思像

船尾像

高唱寺

文化財センター馬
場
重
久
の
墓

弓道場

八幡山公園テニスコート

第五保育園

町民テニスコート

よしおか
ROBAROBA

大泉寺

至
渋
川

利
根
川
自
転
車
道

小倉貯水池

明治貯水池

平石貯水池

大藪貯水池
十
日
市
貯
水
池

上之原貯水池

塔之辻貯水池

自害沢川

午王川

午王頭川

八幡川

駒寄川

滝沢川

滝沢川

吉岡川

利
根
川

利
根
川
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よしおかで遊ぶ！

観光マップ
よしおかで遊ぶ！

YOSHIOKA Guide Map

核兵器廃絶平和の町宣言｜
私たち吉岡町民は、町民憲章の精神にのっとり全世界から核兵器を廃絶し、平和で心豊かな生活を願い、
ここに「核兵器廃絶平和の町」を宣言します。（平成７年12月21日）

吉岡町民憲章｜
めぐまれた自然と、輝かしい歴史と伝統にはぐくまれたわたくしたちは、平和で心豊かな生活を願い、吉岡町民としての自覚に基づき、
ここにこの憲章を定めます。
１、体をきたえ、健康で明るい家庭をつくりましょう。
１、働く喜びを知り、技術をみがき、町の発展につとめましょう。
１、礼儀を正し、きまりを守り、住みよい町をつくりましょう。
１、老人を敬い、子供らの夢を育てる、ふれあいの町をつくりましょう。
１、伝統を守り、知識をひろめ、文化の発展につとめましょう。� （昭和60年３月20日）

町章｜
豊饒円満な郷土を意図し、吉岡町の頭文字を円形に図案化したものを中心とし、本町随所に見望する
古墳群の古代文化を象徴して石の鏃

やじり

を三方に配したものです。三個の鏃は上毛三山を表現し、さらに
三つの前進方向、より美しく、より明るい郷土と人づくり、より高度な住民福祉、より豊かに調和の
ある生活環境の整備を意図するものであって、古い伝統と美しい自然の中に育くまれてきた吉岡町の
清新気鋭な町づくりを表現しています。（昭和60年3月20日）

吉岡町の詳しい観光ガイド
マップはこちらの二次元
コードからご覧ください。

●町の花「きく」 ●町の木「イチョウ」 ●町の鳥「ヒバリ」
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